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7 鶴見和子は「やりあて」と同じく「概念 concept」化される直前の統合された知を「内念 encdo-cept」と呼んだ。
そして、数学者のポアンカレの事例を挙げている。 
 一例を申し上げますと、岩波文庫にも入っていますけれど、ポアンカレの『科学と方法』にとてもおもしろ
い話があります。ポアンカレは数学者です。一生懸命考えてみても、どうしてもうまくいかない問題があった。
そのとき、急に旅行に行かなくてはならなくなった。そのころは乗り合い馬車に乗って行きましたが、馬車に
足をかけた瞬間に思いついた、というのです。これが内念なのです。[鶴見：178] 
8 事実、南方の「やりあて」に関する言説も、日記→書簡→論考の順に、そして時間が経つにつれてドラマチック
に変遷（例えば「やりあて」た植物の本数の劇的な増加）する傾向が見られる。 
 
 
